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都
道
府
県
木
連
事
務
局
担
当
者
を
対
象
に
開
催

　
全
木
連
・
全
木
協
連
は
、
都
道
府
県

木（
協
）連
と
連
名
で
、
去
る
七
月
十
六

日
に
発
生
し
た「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」

に
よ
る
災
害
に
対
し
、
見
舞
金
と
し
て

総
額
百
万
円
を
新
潟
県
木
連
の
「
復
旧

用
木
材
供
給
対
策
本
部（
平
成
十
九
年
七

月
二
十
四
日
付
け
発
足
）」に
供
出
し
た
。

　
同
本
部
の
見
舞
金
等
の
取
扱
い
は
、

新
潟
県
木
連
会
員
等
の
木
材
業
者
に
対

し
て
の
支
援
は
対
象
と
せ
ず
、
市
町
村

等
被
災
地
へ
の
直
接
支
援
を
す
る
と
の

こ
と
。

　
　
　
目
　
　
　
次

一
面
　
違
法
伐
採
対
策
の
会
議
を
開
き

都
道
府
県
木
連
事
務
局
と
意
見

交
換
　
中
越
沖
地
震
災
害
に
見

舞
金

二
面
　
振
興
大
会
の
お
し
ら
せ
　
省
庁

に
木
材
利
用
を
要
請
　
振
興
大

会
表
彰
者
を
選
考

三
面
　
林
野
庁
幹
部
と
意
見
交
換
　
訃
報

四
面
　
お
し
ら
せ
　
景
況
調
査

関
す
る
打
合
せ
会
議

　
全
木
連
・
全
木
協
連
は
、七
月
二
十
六
、二
十
七
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
、東
京
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
、「
常
勤
役
員
事

務
局
長
等
会
議
」及
び「
違
法
伐
採
総
合
対
策
推
進
事
業
に
関

す
る
打
合
せ
会
議
」を
開
催
し
た
。各
都
道
府
県
木
連
の
事
務

局
の
常
勤
役
職
員
ら
約
七
十
名
が
参
加
し
た
。議
題
は
、①
平

成
十
九
年
度
行
政
の
重
点
施
策
等
②
業
務
運
営
等
に
関
す
る

説
明
③
全
木
連
の
違
法
伐
採
問
題
へ
の
取
組
み
の
現
状
と
課

題
④
違
法
伐
採
問
題
に
関
す
る
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
等
の
動
向
⑤

合
法
性
木
材
の
政
府
調
達
の
重
要
性
と
取
組
状
況
等
⑥
合
法

性
・
持
続
可
能
性
証
明
シ
ス
テ
ム
検
証
事
業
の
進
め
方
⑦
合

法
性
木
材
等
供
給
体
制
に
関
す
る
研
修
の
進
め
方
⑧
全
木
連

活
動
報
告
⑨
意
見
交
換
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
、説
明
を
受
け
、質

疑
応
答
、意
見
交
換
の
う
え
、予
定
の
と
お
り
に
終
了
し
た
。

違
法
伐
採
総
合
対
策
推
進
事
業
に
関
す
る
打
合
せ
会
議

　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
災
害
に
見
舞
金
を
供
出

　
違
法
伐
採
総
合
対
策
推
進
事
業
に

　
会
議
は
、
ま
ず
、
庄
司
全
木
連
会
長

が
挨
拶
。
今
回
の
会
議
の
目
的
は
、
違

法
伐
採
問
題
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
と
、
ま
た
、

各
都
道
府
県
木
連
事
務
局
の
責
任
者
に
、

全
木
連
関
係
事
業
全
般
、
当
面
の
課
題

に
つ
い
て
良
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
平
成
十
九
年
度
行
政
の
重
点
施
策
に

つ
い
て
は
、
林
野
庁
木
材
産
業
課
の
小

林
忠
秋
課
長
と
木
材
利
用
課
の
岩
本
隼

人
課
長
、
国
土
交
通
省
木
造
住
宅
振
興

室
の
越
海
興
一
室
長
が
そ
れ
ぞ
れ
所
管

の
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
林
野
庁
の
小
林
課
長
は
、
木
材
産
業

の
体
制
整
備
、
技
術
開
発
目
標
等
に
つ

い
て
、
ま
た
、
岩
本
課
長
は
、
国
産
材

利
用
の
取
組
方
向
を
中
心
に
説
明
し
た
。

　
国
土
交
通
省
の
越
海
室
長
は
、
木
造

住
宅
振
興
施
策
、
建
築
基
準
法
を
巡
る

最
近
の
動
き
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
引
き
続
い
て
、
事
務
局
よ
り
全
木
連

と
政
治
連
盟
等
の
関
係
、
検
査
部
、
全

木
検
関
係
事
業
の
概
要
、
木
材
自
主
表

示
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
、
一
日
目
の

会
議
を
終
了
し
た
。

　
最
初
に
全
木
連
の
、こ
の
問
題
へ
の
取

組
み
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
、全
木
連
藤

原
常
務
か
ら
解
説
。
次
い
で
、違
法
伐
採

問
題
に
関
す
る
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
等
の
動

向
に
つ
い
て
、林
野
庁
木
材
貿
易
対
策
室

の
森
田
一
行
室
長
が
解
説
。
ま
た
、合
法

性
木
材
の
政
府
調
達
の
重
要
性
と
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
、環
境
省
の
原
田
和
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な
ど
の
備
え
に

ケ
ガ
・
病
気
入
院

第3者への事故対策に

木退共

積立終身

従業員の退職金の準備に

経営者の退職金などの準備に

おかげさまで30年
　　    中型グループ
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幸
環
境
経
済
課
課
長
補
佐
が
解
説
し
た
。

　
質
疑
と
休
憩
の
後
、引
き
続
い
て
、合

法
性
・
持
続
可
能
性
証
明
シ
ス
テ
ム
検

証
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、全
木
連
尾

薗
専
務
よ
り
説
明
し
た
。
ま
た
、都
道
府

県
段
階
に
お
け
る
合
法
性
木
材
等
供
給

体
制
に
関
す
る
研
修
の
進
め
方
に
つ
い

て
、全
木
連
上
杉
調
査
役
よ
り
説
明
し
た
。

　
振
興
大
会
の
表
彰
候
補
者
を
決
定

　
今
年
の
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

　
関
係
省
庁
に
木
材
の
利
用
推
進
を
要
請

　
振
興
大
会
の
開
催
な
ど
全
木
連
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
木
連
、
全
木
協
連

　
全
木
連
・
全
木
協
連
が
主
催
す
る
第

四
十
二
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
は
、

十
月
十
八
日
に
、
香
川
県
高
松
市
の

「
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
」
で
開
催
す
る
。

　
例
年
の
と
お
り
、
第
一
部
が
大
会
議

事
。
第
二
部
が
記
念
講
演
で
、
講
師
に

は
、
愛
媛
大
学
農
学
部
長
の
泉
英
二
氏

を
予
定
。
第
三
部
が
表
彰
式
。
第
四
部

の
懇
親
会
で
終
了
。

　
今
年
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
各

都
道
府
県
木
連
か
ら
の
意
見
を
集
約
し

て
、「
築
け
『
木
づ
か
い
』
新
時
代
〜
木

材
の
利
用
で
進
む
美
し
い
森
林
づ
く
り
」

に
決
ま
っ
た
。

　
全
国
か
ら
八
百
六
十
名
の
参
加
を
見

込
ん
で
い
る
の
で
、
多
数
の
参
加
が
期

待
さ
れ
る
。

　
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
（
会
長

＝
庄
司
橙
太
郎
全
木
連
会
長
）
は
、
八

月
一
日
に
、
関
係
省
庁
に
対
し
、
木
材

利
用
の
推
進
を
訴
え
要
請
行
動
し
た
。

　
要
請
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

　
一
、
我
が
国
の
森
林
を
適
正
に
整
備

す
る
う
え
で
、
地
域
材
の
利
用
拡
大
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
特
段
の
理
解
を
賜
り
た
い
こ
と
。

　
一
、
貴
省
庁
所
管
の
庁
舎
・
宿
舎
・

各
種
公
共
施
設
等
の
木
造
化
と
内
装
の

木
質
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
河
川

・
道
路
等
公
共
土
木
事
業
等
に
お
け
る

木
材
利
用
の
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
。

　
一
、
間
伐
材
・
間
伐
紙
製
品
（
封
筒

・
フ
ァ
イ
ル
・
印
刷
用
紙
、
飲
料
容
器

等
）
及
び
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
木
材
を
原
料
と
す
る
利
用
分
野
の

拡
大
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

　
一
、
以
上
の
事
項
が
円
滑
に
推
進
さ

れ
る
よ
う
、
所
要
の
予
算
確
保
と
関
係

機
関
へ
の
指
導
等
に
つ
き
特
段
の
配
慮

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

　
要
請
先
の
省
庁
は
次
の
と
お
り
。

　
林
野
庁
、
農
林
水
産
省
、
水
産
庁
、

総
務
省
、
国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
日

本
郵
政
公
社
、
文
部
科
学
省
、
法
務
省
、

環
境
省
、
厚
生
労
働
省
。

　
全
木
連
、
全
木
協
連
は
、
八
月
九
日

に
そ
れ
ぞ
れ
の
総
務
委
員
会
、
表
彰
選

考
委
員
会
を
合
同
で
開
催
し
、
来
る
十

月
十
八
日
に
高
松
市
で
開
催
す
る
全
国

木
材
産
業
振
興
大
会
に
お
け
る
被
表
彰

者
、
候
補
者
を
選
考
し
た
。

　
各
都
道
府
県
木
連
、
木
協
連
か
ら
の

推
薦
に
も
と
づ
い
て
、
全
木
連
会
長
表

彰
、
全
木
協
連
会
長
表
彰
計
一
一
四
名

を
決
定
し
た
ほ
か
、
林
野
庁
に
申
請
す

る
候
補
者
を
選
考
し
た
。

　
ま
た
、
会
議
で
は
、
最
近
の
活
動
状

況
や
情
勢
を
報
告
し
た
。
主
な
も
の
は
、

①
新
潟
県
中
越
沖
地
震
対
策
②
全
木
連

の
違
法
伐
採
問
題
に
対
す
る
取
組
の
現

状
と
課
題
③
外
国
人
研
修
制
度
を
巡
る

動
き
④
建
材
か
ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
放
散
速
度

基
準
の
制
定
と
そ
の
対
応
⑤
改
正
建
築

基
準
法
の
施
行
に
伴
う
対
応
⑥
木
く
ず

の
燃
料
使
用
に
係
る
取
り
扱
い
⑦
緑
資

源
機
構
談
合
等
の
再
発
防
止
の
た
め
の

第
三
者
委
員
会
（
中
間
と
り
ま
と
め
）

⑧
平
成
二
十
年
会
議
日
程
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
18
日
に
高
松
で
開
催

　
会
議
で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

　
①
第
四
十
二
回
全
国
木
材
産
業
振
興

大
会
へ
の
参
加
要
請
並
び
に
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
②
木
く
ず
の
燃
料
利
用
に
係

る
取
り
扱
い
③
建
築
資
材
か
ら
の
Ｖ
Ｏ

Ｃ
放
散
速
度
基
準
の
制
定（
案
）と
そ
の

対
応
④
我
が
国
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

め
ぐ
る
状
況
⑤
外
国
人
研
修
制
度
を
巡

る
動
き
⑥
平
成
二
十
年
度
概
算
要
求
に

向
け
た
今
後
の
施
策
の
展
開
方
向
⑦
中

小
企
業
の
経
営
等
各
種
支
援
対
策
⑧
公

益
法
人
制
度
改
革
を
巡
る
動
き
⑨
平
成

十
九
年
木
材
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
購
入
依
頼

⑩
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
情
報
⑪
全
木

協
連
「
任
意
労
災
保
障
制
度
」
の
推
進

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
、
説
明
し
た
。

　
以
上
の
ほ
か
、
大
阪
府
木
連
か
ら
、

府
木
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、「
木
材
産
業
の
当
面
す
る
課
題

と
施
策
等
に
つ
い
て
」
の
意
見
交
換
と

し
て
、
八
月
九
日
の
全
木
連
・
全
木
協

連
正
副
会
長
・
支
部
長
と
林
野
庁
幹
部

と
の
意
見
交
換
会
に
向
け
て
用
意
し
た

各
支
部
か
ら
の
要
望
、
提
案
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
担
当
県
か
ら
、
発
表
、

解
説
が
あ
り
、
以
上
で
会
議
の
全
日
程

を
終
了
し
た
。
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福
井
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
会
長
、

福
井
県
木
材
産
業
政
治
連
盟
会
長
、
福

井
県
木
材
組
合
連
合
会
副
会
長
の
中
西

眞
一
郎
氏
は
、
七
月
二
十
六
日
に
逝
去

さ
れ
た
。

　
葬
儀
は
、
七
月
二
十
九
日
に
越
前
市

本
多
の
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
「
翠
光
苑
」

で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
、
ご
子
息

の
中
西
賢
真
氏
。

　
今
年
五
月
の
総
会
で
、
県
木
協
連
の

会
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
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亀
井
清
蔵
全
木
連
元
会
長
逝
去

　藤
原
勝
敏
氏
逝
去

　
林
野
庁
幹
部
と
意
見
交
換

　中
西
眞
一
郎
氏
逝
去

　
全
木
連
技
術
主
幹
の
藤
原
勝
敏
氏
は

七
月
十
九
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
六
十
二

歳
だ
っ
た
。

　
葬
儀
は
、
七
月
二
十
一
日
に
茨
城
県

土
浦
市
の
「
土
浦
会
堂
」
で
執
り
行
わ

れ
た
。
喪
主
は
、
奥
様
の
藤
原
恵
子
氏
。

　
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
研

究
管
理
官
を
退
任
後
、
平
成
十
八
年
四

月
か
ら
全
木
連
の
技
術
主
幹
と
し
て
勤

め
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
全
木
連
元
会
長
の
亀
井
清
蔵
氏
が
七

月
三
十
日
に
逝
去
し
た
。
九
十
一
歳
だ

っ
た
。
葬
儀
は
、
八
月
一
日
に
東
京
築

地
の
築
地
本
願
寺
で
執
り
行
わ
れ
た
。

喪
主
は
子
息
の
亀
井
清
一
郎
氏
。

　
大
正
５
年
生
ま
れ
。
昭
和
六
十
三
年

十
月
に
全
木
連
理
事
に
就
任
。
平
成
二

年
十
一
月
か
ら
副
会
長
を
務
め
、
鈴
木

正
治
元
会
長
の
急
逝
の
後
を
受
け
、
平

成
七
年
四
月
か
ら
平
成
八
年
五
月
ま
で

の
間
、
会
長
を
務
め
た
。

　
こ
の
時
期
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
直
後
で
あ
り
、
木
造
住
宅
の
信
頼
性

回
復
が
急
務
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
の

耐
震
実
験
や
木
材
Ｐ
Ｒ
を
会
長
と
し
て

推
進
し
た
。
ま
た
、
労
災
保
険
料
率
の

引
き
下
げ
が
実
現
し
た
年
で
も
あ
る
。

行
政
関
連
で
は
、
木
材
産
業
の
活
性
化

を
は
か
る
「
林
野
三
法
」
が
成
立
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
東
京
木
材
問
屋
協
同
組

合
理
事
長
、
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会

会
長
、
全
木
政
連
会
長
、
木
退
共
会
長
、

全
木
協
連
副
会
長
は
じ
め
関
係
団
体
の

役
職
歴
は
多
数
。

　
平
成
六
年
秋
に
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受

章
し
て
い
る
。

　
全
木
連
・
全
木
協
連
は
、八
月
九
日
、正

副
会
長
・
支
部
長
と
林
野
庁
幹
部
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
、木
材
関
連
全
般
に
わ
た

る
広
範
な
問
題
に
つ
い
て
率
直
に
要
望

や
意
見
交
換
し
た
。

　
会
議
は
、ま
ず
、庄
司
全
木
連
会
長
が

挨
拶
し
、「
建
築
着
工
や
木
材
価
格
な
ど
先

行
き
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。木
材
利
用
の

課
題
な
ど
に
対
し
自
助
努
力
の
必
要
性
は

理
解
し
て
お
り
、構
造
改
革
に
も
努
力
す

る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。違
法
伐
採

問
題
に
は
一
年
取
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
、さ

ら
な
る
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」と
、業
界

の
要
望
を
取
り
ま
と
め
て
述
べ
た
。

　
次
い
で
、辻
健
治
林
野
庁
長
官
が
挨
拶

し
、「
国
際
価
格
と
し
て
の
木
材
価
格
は

下
が
ら
な
い
。合
板
工
場
等
の
設
備
投
資

は
落
ち
て
い
な
い
、原
木
の
供
給
が
大
切
。

年
五
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
伐
を
行
う
、

こ
の
材
を
出
来
る
だ
け
使
う
。低
コ
ス
ト

作
業
道
、機
械
化
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
。

川
中
、川
下
対
策
を
行
う
。全
木
連
の
協

力
を
願
い
た
い
」と
述
べ
た
。

　
次
い
で
、意
見
交
換
に
入
り
、ま
ず
、全

木
連
が
事
前
に
各
支
部
か
ら
集
め
、林
野

庁
に
提
出
し
て
い
た
意
見
・
要
望
に
つ
い

て
、林
野
庁
か
ら
事
項
ご
と
に
回
答
を
受

け
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
集
ま
っ
た
意
見
・
要
望
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、次
の
と
お
り
。

　
一
　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
・
森
林
整

備
吸
収
源
対
策
に
つ
い
て

　
新
た
な
税
制
の
創
設
／
国
内
版
排
出

権
取
引
の
制
度
創
設

　
二
　
木
材
・
木
製
品
の
利
用
推
進
に
つ

い
て

　
木
材
利
用
拡
大
の
施
策
・
予
算
の
確
保

／
木
材
・
木
材
製
品
の
環
境
優
位
性
の
普

及
／
公
共
施
設
の
木
造
・
木
質
化
の
推
進

／
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
推
進
／
木
育
運
動
の
取
組
推
進
／
国

産
材
木
造
モ
デ
ル
展
示
住
宅
の
建
設

　
三
　
山
づ
く
り
、再
造
林
、放
置
林
対

策
に
つ
い
て

　
再
造
林
対
策
、放
置
林
対
策
／
林
業
労

働
力
の
確
保

　
四
　
違
法
伐
採
対
策
に
つ
い
て

　
合
法
木
材
購
入
推
進
の
た
め
の
地
方

自
治
体
へ
の
対
応
、民
間
部
門
へ
の
働
き

か
け
、制
度
の
創
設
／
グ
リ
ー
ン
購
入
法

対
象
範
囲
の
拡
大
／
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
制
度
の
改
善

　
五
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
利
用
の
普
及
推
進

　
六
　
新
生
産
シ
ス
テ
ム
・
木
材
産
業
構

造
改
善
対
策
等
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て

　
新
生
産
シ
ス
テ
ム
へ
の
配
慮
／
国
産

材
の
安
定
供
給
、素
材
生
産
体
制
の
整
備

と
拡
大
／
川
上
と
川
下
の
垂
直
連
携
の

支
援
／
高
性
能
林
業
機
械
・
木
材
加
工
設

備
等
の
支
援
策
強
化
／
木
材
供
給
高
度

化
設
備
リ
ー
ス
促
進
事
業
の
拡
大

　
七
　
国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て

　
森
林
整
備
の
推
進
・
国
有
林
材（
特
に

人
工
林
材
）の
供
給
量
の
安
定
化
／
地
域

の
実
情
に
配
慮
し
た「
国
有
林
野
特
別
会

計
の
見
直
し
」

　
八
　
そ
の
他

　
ス
ギ
の
花
粉
対
策
／
外
国
人
研
修
技

能
実
習
制
度
の
導
入
／
木
材
チ
ッ
プ
・
パ

ル
プ
材
価
格
の
適
正
化
対
策
の
推
進
／

Ｉ
Ｔ
に
よ
る
流
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
回
答
の
う
ち
目
立
っ
た
と
こ
ろ
は
次

の
と
お
り
。「
新
生
産
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い

て
は
、モ
デ
ル
地
域
の
成
果
を
全
国
に
波

及
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
。実
施
の
地
域
と

地
域
外
と
で
差
が
な
い
よ
う
に
す
る
。加

工
設
備
の
支
援
等
と
し
て
、乾
燥
材
の
質

の
向
上
を
は
か
る
事
業
な
ど
は
考
え
ら

れ
る
。Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
に
つ
い
て
は
、

建
築
基
準
法
の
改
正
な
ど
に
対
応
し
て
、

木
材
側
の
観
点
か
ら
の
対
応
が
必
要
。

　
こ
の
後
、自
由
に
発
言
し
て
、意
見
交

換
し
た
。（
以
下
、全
木
連
側
の
意
見
の
み

掲
載
）

　
環
境
税
に
つ
い
て
は
、主
と
し
て
森
林

整
備
に
使
い
た
い
こ
と
を
一
般
の
人
に

広
く
知
ら
せ
る
べ
き
。

　
建
築
基
準
法
等
施
行
の
関
係
で
一
カ

月
は
着
工
が
遅
れ
て
い
る
。木
材
の
価
格

も
落
ち
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
木
材
を

使
う
計
画
が
あ
る
。

　
チ
ッ
プ
価
格
の
対
応
を
何
と
か
お
願

い
し
た
い
。

　
マ
ツ
被
害
後
の
造
林
に
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ

は
で
き
な
い
か
。

　
葉
枯
ら
し
材
が
少
な
い
。国
有
林
か
ら

出
し
て
ほ
し
い
。

　
合
法
木
材
の
調
達
方
針
が
県
の
営
繕

段
階
で
は
行
き
届
い
て
い
な
い
。

　
保
育
園
の
建
築
入
札
資
格
が
高
く
、中

小
で
は
入
り
に
く
い
。

　
需
要
拡
大
に
取
組
ん
で
い
る
が
、丸
太

が
出
て
こ
な
い
。

　
耐
震
の
面
か
ら
も
太
い
柱
を
使
う
よ

う
に
。

　
県
税
の
環
境
税
を
全
都
道
府
県
で
実
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

保ち合い

保ち合い

強　含　み

増　　加

弱　含　み

減　　少
　0％（　0）

変わらず

強　含　み

1ヵ月以内 1ヵ月

弱　含　み

1ヵ月以上

19年7月分集計表
モニター数120　　回答数85　　回収率71％

増加16％（14）
増加12％（10）
上昇　3％（　3）
上昇　8％（　7）

変わらず46％（39）
変わらず48％（40）
変わらず80％（68）
変わらず72％（60）

減少38％（32）
減少40％（34）
下降17％（15）
下降20％（17）

増加19％（16）
増加12％（10）
上昇　3％（　3）
上昇　7％（　6）

変わらず56％（48）
変わらず55％（47）
変わらず85％（71）
変わらず73％（61）

減少25％（21）
減少33％（28）
下降12％（10）
下降20％（17）

16％（12）
22％（15）
32％（23）
16％（12）
12％（　8）

67％（50）
68％（46）
46％（33）
68％（51）
63％（43）

17％（13）
10％（　7）
22％（16）
16％（12）
25％（17）

78％（62）

増加23％（25）
増加19％（21）
上昇　3％（　3）
上昇23％（25）

変わらず40％（44）
変わらず35％（38）
変わらず76％（83）
変わらず64％（70）

減少37％（40）
減少46％（50）
下降21％（23）
下降13％（14）

増加18％（20）
増加12％（13）
上昇　5％（　5）
上昇23％（25）

変わらず54％（58）
変わらず55％（59）
変わらず86％（93）
変わらず68％（72）

減少28％（30）
減少33％（35）
下降　9％（10）
下降　9％（10）

14％（　7）
36％（14）
40％（18）
23％（21）

80％（41）
59％（23）
51％（23）
54％（50）

　6％（　3）
　5％（　2）
　9％（　4）
23％（21）

84％（16） 11％（　2） 　5％（　1）

モニター数152　　回答数110　　回収率72％

平成19年8月25日（土曜日） （第593号）（第三種郵便物認可）

　
林
業
機
械
化
協
会
は
、熊
本
県
と
共
催

で
十
一
月
四
、五
日
に
森
林
・
林
業
・
環
境

機
械
展
示
実
演
会
を
開
催
す
る
。
会
場

は
熊
本
県
下
益
城
郡
城
南
町
の「
城
南
工

業
団
地
」。出
展
機
械
約
四
百
五
十
機
種
。

22％（18）

　
お
し
ら
せ

施
し
て
ほ
し
い
。

　
新
生
産
シ
ス
テ
ム
は
事
前
に
業
界
に

は
、知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
農
林
水
産
省
は
記
者
会
見
等
で「
農
水

省
」で
は
な
く
、農
林
水
産
省
と
明
言
し

て
ほ
し
い
。

　
木
材
利
用
＝
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
よ
う
な

誘
導
策
を
与
え
る
べ
き
。

　
国
産
材
が
ど
こ
で
買
え
る
か
と
い
う

よ
う
な
基
本
的
な
情
報
提
供
が
大
事
。

　
百
八
十
坪
の
老
人
ホ
ー
ム
で
二
千
頁

の
構
造
計
算
書
が
必
要
に
な
る
。ム
ク
と

し
て
の
価
値
を
見
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
評

価
さ
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。

　
八
十
年
生
以
上
の
木
を
出
し
て
ほ
し

い
と
は
県
に
言
っ
て
い
る
。間
伐
材
だ
け

で
は
高
級
材
へ
の
波
及
が
な
い
。

　
森
林
環
境
税
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。何
を
や
る
に
も
金
が
必
要
。

　
木
は
あ
る
が
出
て
こ
な
い
。補
助
金
が

ど
こ
か
に
滞
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

一
人
親
方
の
素
材
生
産
業
者
に
も
補
助

金
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
放
置
林
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
告
示
を
早
く
出
し
て
ほ
し

い
。食
品
と
林
産
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
と
し
て
一
緒

な
の
は
無
理
が
あ
る
。林
産
は
林
野
庁
が

責
任
を
持
っ
て
担
当
し
て
ほ
し
い
。

　
当
日
の
、林
野
庁
側
出
席
者
は
次
の
と

お
り
。辻
長
官
、島
田
林
政
部
長
、岡
田
林

政
課
長
、榎
本
企
画
課
長
、高
橋
経
営
課

長
、小
林
木
材
産
業
課
長
、岩
本
木
材
利

用
課
長
、森
田
木
材
貿
易
対
策
室
長
、大

貫
木
材
産
業
課
総
括
、松
本
木
材
利
用
課

総
括
。


